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小
澤 

祐
二 

  

神
社
に
つ
い
て 

  

神
社
本
庁
のH

P

に
は
「
鳥
居
」
の
解
説
と
し
て
、
「
鳥
居
は
神
社
を
表
示
し
、
ま
た
神
社
の
神
聖
さ
を
象
徴

す
る
建
造
物
と
も
い
え
ま
す
。
鳥
居
は
神
社
の
内
と
外
を
分
け
る
境
に
立
て
ら
れ
、
鳥
居
の
内
は
神
様
が
お
鎮
ま

り
に
な
る
御
神
域
と
し
て
尊
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
神
殿
（
本
殿
）
を
持
た
ず
、
山
な
ど
自
然
物
を
御
神

体
、
ま
た
は
依
代
と
し
て
お
祀
り
し
て
い
る
神
社
の
中
に
は
、
そ
の
前
に
鳥
居
が
立
て
ら
れ
、
神
様
の
御
存
在
を

現
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鳥
居
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
天
照
大
御
神
が
天
の
岩
屋
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
際
に
、
八
百
万
の
神
々
が
鶏
を
鳴
せ

ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
鶏
が
止
ま
っ
た
木
を
鳥
居
の
起
源
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
外
国
か
ら
の
渡
来
説
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

諫
早
神
社 

  

諫
早
神
社
は
、
明
治
時
代
以
前
は
「
四
面
宮
」
と
し
て
「
平
城
京
・
奈
良
時
代
の
神
亀
五
年
（
西
暦
７
２
８

年
）
に
、
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
行
基
菩
薩
が
当
地
へ
赴
い
て
石
祠
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
わ
る
。
」

と
、
諫
早
神
社H

P

に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
明
治
に
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
に
よ
り
四
面
宮
横
の
神
宮
寺
で
あ

っ
た
荘
厳
寺
は
廃
寺
に
さ
れ
、
名
称
も
「
神
社
」
を
使
用
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
の
四
面
宮
は
温
泉(
う
ん

ぜ
ん)

神
社
と
改
称
し
ま
す
が
、
諫
早
の
四
面
宮
は
「
諫
早
神
社
」
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
に
諫
早
の
神

社
に
つ
い
て
纏
め
ら
れ
た
「
第
四
大
区
神
社
明
細
調
帳
」
に
は
名
称
が
「
諫
早
神
社
」
と
な
っ
て
お
り
、
諫
早
を

代
表
す
る
神
社
と
し
て
早
々
に
名
称
変
更
し
た
よ
う
で
す
。(

此
の
頃
は
、
ま
だ
神
仏
分
離
令
が
行
き
届
い
て
い
な

い
神
社
も
あ
り
、
同
帳
に
は
未
だ
「
神
社
」
と
な
っ
て
い
な
い
社
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
諫
早
神
社
に
関
し
て

は
、
諫
早
史
談
第29

号
参
照) 

 

前
説
の
「
第
四
大
区
神
社
明
細
調
帳
」
に
は
、
各
神
社
の
縄
張
り
が
示
さ
れ
て
お
り
、
諫
早
神
社
は
本
明
川
か

ら
階
段
で
上
が
り
、
鳥
居
が
一
基
、
太
鼓
橋
、
神
門
、
参
道
が
あ
り
両
脇
に
手
水
鉢
、
灯
籠
一
対
の
後
ろ
に
拝

殿
、
神
殿
が
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諫
早
神
社
の
周
囲
は
、
現
在
は
本
明
川
側
に
玉
垣
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
二
年
の
諫
早
第
水
害
前
の
写
真
で
も
現
在
の
玉
垣
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
同
帳
で
は
石
垣

の
上
に
塗
塀
と
な
っ
て
い
ま
す
。
嘗
て
の
荘
厳
寺
の
場
所
に
は
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
社
務
所
か
小
屋
に
見
え
る

建
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
明
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
一
基
の
鳥
居
、
川
中
に
一
基
の
鳥
居
が
昭
和
三
十
二
年
の
大
水

害
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
鳥
居
の
記
載
は
無
く
、
神
社
前
の
道
路
上
に
一
基
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
此
の



 

 

鳥
居
は
水
害
前
の
写
真
で
は
、
こ
こ
に
は
肥
前
鳥
居
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
此
の
形
は
佐
賀
に
多
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
肥
前
鳥
居
で
あ
り
、

雲
仙
市
西
郷
の
八
幡
神
社
に
あ
る
肥
前
鳥
居
と
同
型(

愛
宕
山
の
肥
前
鳥

居
の
タ
イ
プ
と
異
な
る)

の1600

年
前
後
の
江
戸
初
期
以
前
の
建
立
と

思
わ
れ
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
当
鳥
居
は
諫
早
大
水
害
で
流
出
し
て
い

ま
す(

本
明
川
河
原
に
鳥
居
残
欠
が
あ
り
、
ど
の
鳥
居
の
も
の
か
今
後
確

認
が
必
要
で
す
。
ま
た
川
中
の
ニ
ノ
鳥
居
の
物
と
推
定
さ
れ
る
扁
額
が

諫
早
神
社
拝
殿
横
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。)

。 

 
 

 

鳥
居
の
分
類
と
歴
史 

  

鳥
居
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
が
、
由

来
が
わ
か
ら
ず
鳥
居
の
原
型
も
不
明
な
ま
ま
で

す
。
古
来
よ
り
鳥
居
な
る
も
の
が
存
在
し
江
戸
時

代
に
な
る
と
、
木
割
法(

設
計
図)

と
し
て
鳥
居
に

関
し
て
の
分
類
や
設
計
図
が
書
籍
化
さ
れ
、
従
来

ま
で
は
各
地
の
石
工
集
団
の
一
子
相
伝
で
伝
え
ら

れ
て
い
た
も
の
が
一
般
化
さ
れ
て
形
形
状
等
も
統

一
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
冒
頭
に
記
載
し
た
肥
前
鳥

居
は
こ
の
木
割
法
が
一
般
化
さ
れ
る
よ
り
前
の
石

工
集
団
内
で
一
子
相
伝
さ
れ
て
い
た
時
期
に
分
類

さ
れ
る
よ
う
で
す
。
分
類
は
、
古
来
よ
り
代
表
的

な
名
前
と
し
て
、
神
明
鳥
居
や
明
神
鳥
居
等
多
岐

に
渡
り
ま
す
が
、
地
方
の
鳥
居
に
つ
い
て
は
詳
細

の
記
録
が
な
く
、
昭
和
十
八
年
発
刊
の
根
岸
栄
隆

「
鳥
居
の
研
究
」
や
津
村
勇
「
鳥
居
考
」
等
を
待

た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
鳥
居
に
関

し
て
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
著
書
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
鳥
居
の
由
来
や
「
鳥
居
」
の
名
前
、
分
類
に
つ
い
て

は
、
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
せ
ん
。 

  

諫
早
神
社
甕
製
鳥
居 

  

諫
早
神
社
に
は
先
に
述
べ
た
肥
前
鳥
居
の
他
に
、
荘
厳
寺
が
あ
っ
た
側
か
ら
拝
殿
正
面
に
向
か
っ
て
も
う
一
基

の
小
さ
な
鳥
居
が
大
正
八
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
此
の
鳥
居
は
非
常
に
珍
し
く
、
甕
製
の
鳥
居
で
す
。
現
在
各 本明川川原に放置された諫早神社鳥居柱 撮筆者撮影 

国立国会図書館蔵「新撰大匠雛形大全」より 



 

 

地
の
神
社
に
建
立
さ
れ
て
い
る
鳥
居
の
材
質
と
し
て
は
、
木
製
、
石
製(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
含
む)

が
主
流
で
す
。
そ
の

他
銅
製
、
鉄
製(

ス
テ
ン
レ
ス
製
含

む)

、
陶
器
製
等
が
あ
り
ま
す
。
陶

器
製
鳥
居
の
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、

佐
賀
松
原
神
社
、
陶
山
神
社
、
長
崎

八
幡
町
宮
地
嶽
神
社
（
何
れ
も
白
磁

製
）
、
滋
賀
信
楽
愛
宕
神
社
（
陶
器

製
）
、
岡
山
・
倉
敷
由
加
神
社
（
備

前
焼
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
諫

早
神
社
の
陶
製(

甕
製)

鳥
居
で
す
。

昭
和
十
八
年
発
刊
の
根
岸
栄
隆
著

「
鳥
居
」
に
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
を

見
る
と
鳥
居
の
後
ろ
に
拝
殿
と
神
殿
の
一
部
が
見
え
、
拝
殿

の
側
面
に
幕
が
か
か
っ
て
お
り
家
紋
が
「
上
り
藤
」
で
す
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
諫
早
家
の
家
紋
で
、
諫
早
神
社
の
宮
本

宮
司
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
諫
早
神
社
で
間
違
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
参
道
の
横
か
ら
石
畳
が
続
き
、
そ
の
途
中
に
こ

の
鳥
居
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
此
の
写
真
か
ら
鳥
居
が
建

立
さ
れ
て
い
た
場
所
を
推
定
す
る
と
、
拝
殿
横
の
社
務
所
に

テ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
端
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
石
畳
の
部
分
と
の
こ
と
で
、
社
務
所
玄
関
の
テ
ラ
ス
の
端
あ

た
り
が
建
立
場
所
の
よ
う
で
す
。 

こ
の
鳥
居
の
扁
額
に
は
「
諫
早
神
社
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
扁
額
は
水
害
で
流
出
を
免
れ
、
現
在

も
神
社
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
扁
額
の
実
寸
よ
り
鳥
居
の
寸
法
を
計
算
す
る
と
、
鳥
居
高
さ
約2.5

ｍ
、
貫

ま
で
の
高
さ
約2

ｍ
、
横
約2.3

ｍ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
柱
は
三
箇
所
の
継
ぎ
目
が
見
ら
れ
ま
す
。 

   

甕
山
焼 

  

「
甕
」
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
、
諫
早
は
西
郷
に
あ
っ
た
石
坂
山
慈
眼
院(

西
郷
の
板
碑
が
あ
る
箇
所)

付
近
に
甕

山
焼
が
開
窯
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
中
島
浩
気
著
「
肥
前
陶
磁
史
考
」
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
西
郷
氏
の
時

代
に
開
窯
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
一
時
衰
退
、
諫
早
史
談29

号
諫
早
日
記
天
保
五
年(1834)

十
二
月
二
十
三

日
の
条
で
は
茶
臼
山
脇
で
「
甕
山
仕
立
て
に
相
成
り
、
段
々
焼
き
立
て
に
相
成
り
候
處(

後
略)

」
と
な
っ
て
お
り
、

開
窯
中
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
同
天
保
六
年(1835)

正
月
十
五
日
の
条
に
は
、
「
次
第
に
甕
類
宜
敷
出 !"#$%&'()*+,- ./012*+345 



 

 

立
ち
候
」
と
な
っ
て
い
て
、
製
品
と
し
て
十
分
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
諫
早
史
談

大50
号
諫
早
日
記
天
保
九
年(1838)

閏
十
一
月
十
一
日
の
条
に
、
慈
眼
院
付
近
で
甕
等
を
作
っ
て
い
て
諫
早
領

主
が
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
次
第
に
衰
退
し
、
明
治
三
十
年
頃
、
前
代
議
士

の
木
下
吉
之
丞
主
宰
に
よ
り
諫
早
甕
土
管
製
造
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
甕
製
の
土
管
が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の

二
、
三
年
後
、
株
主
の
一
人
だ
っ
た
内
田
伊
左
衛
門
が
会
社
を
引
き
受
け
、
個
人
経
営
と
な
っ
て
土
管
、
甕
、

鉢
、
瓦
等
を
製
造
し
て
い
ま
す
（
中
島
浩
気
著
「
肥
前
陶
磁
史
考
」
よ
り
要
約
）
。
因
み
に
旧
長
崎
刑
務
所
の
煉

瓦
も
此
処
で
焼
か
れ
た
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
諫
早
市
が
此
処
に
甕
製
の
土
管
を
発
注
し
た
記
録
も
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
茶
臼
山
山
頂
に
は
内
田
伊
左
衛
門
が
大
正
十
三
年
に
作
成
し
奉
納
し
た
香
炉
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
郷
神
を
奉
納
し
た
扁
額
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

鳥
居
寄
進
と
建
築 

  

さ
て
、
話
を
鳥
居
に
戻
し
ま
し
て
、
こ
の
鳥
居
の
柱
に
は
他
の
鳥
居
の
柱
と
同
様
、
寄
進
者
名
が
掘
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
津
村
勇
著
「
鳥
居
考
」
に
「
大
正
八
年
三
月
当
村
内
崎
伊
左
衛
門
寄
進 

細
工
人
品
川
利
夫
」
と
、
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
根
岸
栄
隆
著
「
鳥
居
」
に
は
「
大
正
八
年
建
造
。
山
口
県
の
牟
礼
で
焼
い
た
も
の
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
元
資
料
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
根
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
山
口

県
牟
礼
で
も
明
治
中
頃
か
ら
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
甕
製
土
管
を
製
造
し
て
い
る
末
田
焼
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

「
鳥
居
考
」
に
は
「
当
村
」
と
記
載
あ
る
こ
と
、
末
田
焼
き
と
諫
早
に
繋
が
り
を
見
出
せ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
寄

進
を
し
た
の
は
、
「
諫
早
村
」
の
「
内
崎
伊
左
衛
門
」
で
あ
っ
て
近
場
の
茶
臼
山
に
発
注
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
諫
早
村
は
大
正
十
二
年
よ
り
諫
早
町
と
な
っ
て
お
り
、
鳥
居
を
寄
進
し
た
大
正
八
年
時
点
で
は
諫
早
村
の
ま

ま
で
す
。
し
か
も
、
大
正
十
三
年
に
内
田
伊
左
衛
門
銘
の
香
炉
や
甕
製
の
鳥
居
扁
額
が
前
述
の
よ
う
に
茶
臼
山
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
当
鳥
居
は
、
「
大
正
八
年
」
、
「
諫
早
村
内
田
伊
左
衛
門(

内
崎
伊
左
衛

門
は
間
違
い)

」
寄
進
の
甕
製
鳥
居
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す(

因
み
に
細
工
人
品
川
利
夫
は
不
明)

。 

 

建
築
工
法
に
関
し
ま
し
て
は
甕
製
土
管
の
工
法
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
土
管
を
継
い
だ
と
し
て
も

柱
は
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
佐
賀
の
陶
山
神
社
が
陶
器
製
鳥
居(

明
治
十
一
年
寄
進
有
田
焼)

を
改
修
し

た
際
に
「
鳥
居
の
両
脇
を
支
え
る
２
本
の
柱
。
割
れ
口
の
随
所
に
白
か
ら
灰
色
の
ド
ロ
ド
ロ
の
噴
出
物
が
あ
り
、

磁
器
質
の
柱
の
中
は
モ
ル
タ
ル
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
詰
め
て
強
度
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
何
と
中
身
は
赤
土
を
突
き
固
め
た
も
の
。(

後
略)(

佐
賀
新
聞
ニ
ュ
ー
ス2020

年4

月20

日
記
事
よ
り

抜
粋)

」
と
な
っ
て
お
り
、
甕
製
鳥
居
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
部
品
を
繋
い
だ
の

は
果
た
し
て
甕
製
土
管
の
工
法
と
同
じ
よ
う
に
漆
喰
で
の
接
合(

江
戸
期
は
モ
ル
タ
ル
が
な
い
の
で
漆
喰
を
使
用
し

て
い
た
。)

な
の
か
モ
ル
タ
ル
で
の
防
水
な
の
か
、
今
後
の
調
査
が
必
要
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
今
回
、
状
況
証
拠

に
よ
り
諫
早
茶
臼
山
で
の
焼
成
と
建
立
で
あ
る
と
推
論
を
立
て
い
ま
す
が
、
こ
の
焼
成
場
所
を
確
定
す
る
た
め
に

今
後
継
続
し
て
の
調
査
が
必
要
で
す
。 



 

 

 
歴
史
に
「
も
し
も
」
は
無
い
の
で
す
が
、
こ
の
諫
早
大
水
害
が
な
け
れ
ば
諫
早
神
社
の
二
つ
の
重
要
な
鳥
居(

第

三
の
鳥
居
で
あ
る
肥
前
鳥
居
と
脇
鳥
居
で
あ
る
甕
製
鳥
居)

は
、
諫
早
市
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
肥
前
鳥
居
に
つ
い
て
は
ま
た
別
途
報
告
し
ま
す
が
、
こ
の
甕
製
鳥
居
は
全
国
で
た
だ
一
基
し
か
無
く
、
珍
し

い
物
で
す
。
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、
読
者
の
皆
様
に
そ
の
珍
し
い
鳥
居

が
諫
早
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
に
留
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 


